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研究速報 Htr{4:, = y 2ffio in vivo 7 y l.FT
3lP-Magnetic Resonance Spectroscopy
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近年,核 磁気共鳴法の進歩により,生 体内の高エネ

ルギーリン酸化合物の代謝動態を無侵襲に連続して測

定できるようになった。

今回われわれは31P_Magnetic Resonance SpectrOs‐

copy(以下31P_MRSと 略す)を用いて中等度そして高

度の出血性ショック時の肝エネルギー代謝動態を連続

して観察しえたので若子の考察を加え報告する。

対象と方法 ;雄の wistar rat(約300g)を用い,3ml

脱血群 (n=4),6ml脱 血群 (n=5)を 作製した。Fi02

40%で 調節呼吸下に右大腿動脈と静脈にカテーテルを

挿入し,そ れぞれ血圧モニターと脱血そして還血用に

用いた。腹部正中切開により開腹し,表 面コイルを肝

左葉全面に設置した。NMR装 置は大塚電子製,BEM‐

140/200(4,7Tesla)を使用し,測 定条件は周波数80.65

MHz,パ ルス幅15/sec,積算回数75回で行った。細胞

内 pH(pHl)は 無機 リン(Pi)の化学シフトを 2-ATP

を内部標準として測定し,次 式より求めた1).

脚 い0も 75t hg謎

σは Piの化学シフト値である。

結果 i3mlの 脱血により平均血圧 (mean arterial

pressure以下 MAPと 略 す)は 112mmHgか ら62

mmHgに 有意に低下したが ATP,Piそ して,pHiに

有意な変化は見られなかった。6ml脱 血群では MAP

は115mmHgか ら38nIInHgへ低下 し,そ れに伴って

ATPの 急速な減少とPiの急上昇が認められ,細 胞内

は著明なアシドーシスを示した。これらの変化は還血

により,ほ ぼショック前値まで回腹した (表).
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表 両 群における各パラメーターの変化

験血後1,分 Bl血後,0分     遠 血後15分

m e a n l s E M ,  * : p < 0 . 0 5 ,  * i : P <

考察 :肝動脈の自己調節は80mmHgま でが最も有

効に働 くとされている功.今 回のラットにおける成績

では,MAPが 60～70mmHgで 30分間,肝 のエネル

ギー代謝はよく保たれていた。 し かし細胞内 pHは 低

下傾向を示していたことより,総 肝血流は減少してい

たことが示唆された。一方,6mlの 脱血によりMAPが

30mmHgと なった際,肝のエネルギー代謝状態は急速

に悪化 し30分後の肝 ATPレ ベルはショック前値の

16%と した。31P_MRS法 は細胞内高エネルギーリン酸

化合物および細胞内 pHの 変化を連続して観察でき,

今後,各 臓器における潅流圧とエネルギ
ー代謝の検索

に有用な検査法の 1つ として期待される。

索引用語 :出血性ショック時肝エネルギー代謝
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